
（別紙３）

～ 令和8年　3月　21日

（対象者数） 18家庭 （回答者数） 14家庭

～ 令和8年　3月　21日

（対象者数） ６名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・事業所内研修を積極的に行い、知識を深めることでさらに

活発な意見交換ができるよう取り組んでいく

2

・今後もこの取り組みを続けていけるよう、療育中の見守り

強化に努めていく

3

・今後一日の利用人数が増えていくため、現在の環境を維持

するための工夫を検討する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・系列の事業所との合同イベントなどから地域の活動へと広

げていきたい

2

・今後は子どもと一緒に参加できるイベントなどを企画し、

交流の場にできたらと考えている

3

・紙媒体での通信配布やSNSの運用、HUGシステムを利用

した通信発信など様々な方法を検討していく

○事業所名 こどもデイサービス　ひびキッズ・ファンファン

○保護者評価実施期間
令和8年　3月　3日

○保護者評価有効回答数

令和8年3月9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　27日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

通信やHP、SNSを活用した発信が少ない ・外出行事などのお知らせはあるが、情報発信は少ない

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の子どもたちと一緒に活動をする機会が少ない ・他の放課後等デイサービス事業所や、放課後児童クラブと

の情報面以外での連携機会が創出できていなかった

・自事業所の安定を優先してイベントや外出の計画を立てて

いた

保護者会など保護者同士の交流機会が現状できていない ・保護者同士の交流についてこれまで検討ができていなかっ

た。

活動プログラムが固定化しないよう、職員間で活発な議論を

行ったうえで活動を行っている

・朝礼やミーティングで企画者を中心に意見交換を行い、良

い意見を取り入れた活動を提供している

・活動の記録を残し、振り返りができることで新しい取り組

みを行えるようにしている

保護者と事業所の間で子どもの状況を密に共有できている ・送迎時に直接保護者様に気になったことなどをお伝えでき

るようにしている

・提供記録では、より詳細に活動の様子などを文章でお伝え

できるようにしている

事業所は広く、部屋もいくつかに分かれており様々な用途で

利用児童が使いやすい環境になっている

・運動スペースと静かに過ごすスペースを分けており、利用

児童の自由時間のすごし方の違いで起こるトラブルを未然に

防ぐことができている

・学習室やクールダウンのための個室を完備している

事業所における自己評価総括表公表


